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しい。たしかに従来の姿と見比べるとＡＳＥＡＮは変わってきた。しかし、この「新しいＡＳＥＡＮ」は統合を深化させていように見える反面、内部にはさまざまな分裂要因や停滞要因を抱えたままである。新しいＡＳＥＡＮは、どのような意味で新しくなったのか。従来のＡＳＥＡＮとはどように変わりつつあるのか 単に 「新しい」と言ってみても、ＡＳ に対する理解が深まるわけではない。●ＡＳＥＡＮは脱皮でき　
一九六七年に発足したＡＳＥＡＮは、基










一九九〇年代の自己変革（統 の深化 加盟国の拡大）を踏まえ、さらなる自己変革への道を歩んでいる。 は、少 くとも三つの側面で進みつつある。まず理念の変革である。ＡＳＥＡＮ共同体の創設は、従来の国家の連合体としてのＡＳＥＡＮを大きく変える ろう。ＡＳＥＡＮ憲章では、従来からの主権尊重や内政不干渉に加えて、民主主義や人権にも言及されている。さらにＡＳＥＡＮアイデンティティの具体化として、ロゴだけでなく旗や歌が制定された。つぎ 組織面の変革である。首脳会議の年二回開催 各種閣僚会議の整理、議長国制度、事務局強化 常駐代表制度などきわめて多岐にわたる。人権機関も設置されることになっ そし 最後に、社会
変革である。民主主義の価値を以前よりも重視し、市民社会（ＮＧＯ活動）が活発になれば、この地域の社会に大きな変化が生じるだろう。　
しかし自己変革を進めるうえで障碍が山












国からなる地域全体の地政学、東南アジアをめぐる域外大国の関係、 ＳＥＡＮ 要国の経済成長や産業構造などに関心を寄せてきたのに対し、この特集は制度としてのＡＳＥＡＮに焦点を絞っている。 れは大別して、ＡＳＥＡＮ内部に関わる問題関心と、ＡＳＥＡＮとＡＳＥＡＮを取り囲む国際社会との関係に関わる問題関心に分けられるであろう。以下の特集論文では、こ両面を多角的に分析している。それらを通じて、今日のＡＳＥ Ｎの立体像が浮かび上がれば幸いである。
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